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の部分が検出でき，患側腎全体の血流低下が特徴的に見

受けられた．小さい場合は検出できないこともある．腎

動脈瘤は血流相で集積像としてみられることがある．

Perfusion　indexの応用は，今回は一応有意な所見が得

られたが，今後の検討が必要である．

一テルによる経直腸門脈シンチグラフィのimageは従

来法に比しより鮮明になることが判明した．さらに，放

射能活性を用いたデータ解析においても，より正確とな

ることが示唆された．

16．Tc－99m－DTPAレノグラムによるGFRの測定法と

　　臨床的意義
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　従来のGates法は，簡便にGFRを計測することが

可能であるが，dynamic　imageを得ることはできなかっ

た．われわれは，Tc－99m　DTPA　15mCiを用いるGates

変法により，GFRの計測のみならず，視覚的診断の

ためのdynamic　imageを得ることができた，この方法か

ら得たGFR値（X）を内因性クレアチニン・クリアラ

ンス値（Y）と比較検討した．対象27例【平均年齢48．8

歳（SD　14．2），男：女＝10：17］においてY－1．3X－3．1，

相関係数0．81，p＜0．001と良好な相関を示した．われ

われの用いたGates変法はGFR測定，およびシンチ

グラムによる視覚的診断が同時に行える点が臨床的に有

用であると思われた．

18．下肢R1ベノグラフィにて肝の描出がみられた

　　一症例
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　肺栓塞症がうたがわれた症例のうち，深部静脈血栓症

に原因していると思われる症例については，当科では下

肢静脈より99mTc－MAAを注入し，情報の付加を計っ

ている．膀胱癌術後の1例において，下肢ベノグラフィ

を行ったところ，肝へ，びまん性の集積がみられた．

99mTc－PYPにて再検したところ，下腹壁静脈を経由す

る側副血行路が証明された．In・111－oxine血小板シンチ

では，異常集積はあるが不十分であった．

19．肝腫瘍の鑑別診断に際し肝シンチグラムSPECT

　　像が有用であった症例
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17．経直腸門脈シンチグラフィにおける直腸注入用カ

　　テーテルの改良
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　経直腸門脈シンチグラフィにおける直腸注入用カテー

テルを改良し，若干の知見を得た．改良型カテーテルは，

従来の物より内径が1．6mm狭く先孔とした．このこと

より硬度がやや増し，カテーテルの挿入が容易になり，

また，カテーテルの圧迫を減少させ核種の逆流が防止さ

れた．核種注入後の10秒間隔15分間のtime－activity

curveでも，　Maximum　countsが従来のカテーテル使用

時に比し，有意に高値を示した．以上より，改良型カテ

　超音波ならびにX線CTの普及により，肝腫瘤の早

期発見の手法としては，肝シンチグラムはルーチンには

用いられない．

　われわれは，肝腫瘍の鑑別診断上，肝シンチグラム

SPECT像が有用であった症例を経験した．いずれも日

本住血吸虫症がべ一スにあり，特有の肝の変形，石灰化，

脂肪沈着等により，超音波やX線CTにて必ずしも正

確な所見がとれなかった．

　このような場合，特に，肝腫瘍を否定する手段として，

正常肝組織の存在を証明する肝シンチグラムは大いに有

用であり，積極的に施行すべきと思われた．

Presented by Medical*Online


	1436



